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幼児理解の理論と方法
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■ナンバリングコード
05-TTM-209 教育学部 学校教育課程 / 道徳, 総合学習, 生徒指導, 教

育相談 〔２年次レベル〕

■授業概要
幼児の遊びや生活の実際を通して、「一人一人の幼児を理解するこ

と」の意義や重要性を知る。また、幼児期の遊びや生活の記録をも

とに個人での読み取りや対話を通して、幼児の発達や個と集団の関

係、家庭との連携を含めて考えることで、幼児理解の理論や方法を

学ぶ。

■到達目標
1. 幼児の遊びや生活の実態に即した幼児理解の意義を考える

2. 幼児理解に基づいた発達、学び、関係性のあり方を捉える方法に

ついて理解する

3. 幼児の発達や発達過程で生じるつまずきや保護者への対応を考え

られるようにする

■授業内容
第１回：オリエンテーション（幼児理解に係わる知識と方法の概説）

第２回：講義・グループ討議（幼児理解と教育相談）

第３回：子どもへの支援活動/記録の検討①（幼少連携、幼児の発

達、つまずきへの支援）　　

第４回：講義・グループ討議（幼児の発達について[発達過程、観察

方法、つまずきの原因と対応]）

第５回：講義・グループ討議（特別支援教育と幼児理解[幼児のつま

ずき、保護者との係わり]）

第６回：子どもへの支援活動/記録の検討②（発達支援、教師の基礎

的態度の実際）

第７回：子どもへの支援活動/記録の検討③（発達障害と支援の実

際、つまずきのアセスメントと支援の実際）

第８回：子どもへの支援活動/記録の検討④（個と集団の関係）　　

第９回：講義・グループ討議（幼児期の発達と幼小連携[幼児理解の

意義、発達の原理、教師の態度]）

第１０回：講義・グループ討議（保護者との係わり[保護者への支援、

係わりのポイント]）

第１１回：実践報告会①（幼児の発達、つまずきへの支援の実際）

第１２回：実践報告会②（発達支援、教師の基礎的態度の実際）

第１３回：実践報告会③（発達的アセスメントと支援の実際）

第１４回：実践報告会④（親との連携の実際）

第１５回：まとめ（幼児期から児童期への移行）

■準備学習（予習・復習）等
【予習】

・毎回の活動終了後に、活動を振り返り、活動記録をつける

【復習】

・活動記録を再度吟味し直し、次の活動の展望をつかむ

■授業形式
【授業形式】

演習

実習と講義、グループディスカッションや、事例の検討など、複数

の組み合わせからなる。

■成績評価の方法
園/校支援ボランティア活動（40％）

実践記録の提出（30％）

報告会などでの発表(30％)

■教科書・参考書等
よくわかる乳幼児心理学（ミネルヴァ書房、2008）

■その他注意事項等
附属幼稚園等を中心に観察があります。

■キーワード
幼児　発達　事例研究　実践記録　語りと傾聴

■アクティブ・ラーニング
アクティブ・ラーニング科目

①事例記録の検討・交流

②附属園での保育参加

③収集した事例記録の検討・交流

■授業形態
対面授業

■SDGs
4.質の高い教育をみんなに
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